
倉敷市復興防災公園（仮称）の整備
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吉備真備駅

倉敷まきび支援学校

○令和５年度末の完成をめざして公園の敷地造成工事を施工中
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○平常時と災害時の両面で活用でき、地域の発展にもつながる公園の整備

倉敷市復興防災公園（仮称）の整備

基本方針
・防災教育の場

・住民が川を感じ楽しめる場

・真備の魅力を発信できる場

・災害時の救援活動や一時的な避難の場
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設計のコンセプト
・希望の丘、希望のミチ、希望のゲート

公園全体平面図

※完成イメージのため、今後の工事により、変更することがあります。



倉敷市復興防災公園（仮称）の整備

完成イメージ（平常時）



倉敷市復興防災公園（仮称）の整備

完成イメージ（災害時）



倉敷市復興防災公園（仮称）の整備

介護が必要な方や急病の方など、車中での避難
が困難な方々が、一時的に避難できる場所として
利用

周囲に広がる視界を確保したガラス張りの空間
で、防災学習などの研修や会議、防災に関する展
示コーナー等、多目的に利用

・屋外と一体的な利用が
可能な軒下空間

平常時の利用

災害時の利用

・防災備蓄倉庫
（約80㎡）

多目的室(約160㎡)

・収納室
（約26㎡）

・待機室
（約12㎡）

・トイレ（約35㎡）
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○建屋は、木造・RC造の平屋建てで、周囲の山並みに調和する大屋根と真備らしい
竹の意匠を凝らした外観とし、公園のシンボルとなるよう整備

○建屋には、平常時の研修や会議、災害時の緊急避難等、様々な利用が可能な多目的
室（①）、災害時に備えた防災備蓄倉庫やトイレ、屋外と一体的な利用が可能な軒
下空間等を整備

大屋根の範囲



倉敷市復興防災公園（仮称）の整備

○遊具広場に、斜面を使って楽しめる芝すべりやアスレチック遊具、誰もが一緒に遊
べるインクルーシブ遊具を整備

○遊具広場や親水広場の利用者にも使いやすい場所に、トイレや休憩スペースを整備

※完成イメージのため、今後の工事により、変更することがあります。

トイレ

複合遊具（インクルーシブ遊具）

芝すべり
休憩スペース

アスレチック遊具

遊具広場や親水広場の利用者
にも使いやすい場所に整備

みんなが使いやすく、一緒に
楽しく遊べる遊具

人工芝を使って、斜
面を楽しめる空間 子供たちを見守りながら

くつろげる憩いの空間
（大型ベンチ）

斜面を使った挑戦と冒険心
を育むアスレチック遊具


